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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高速パケットデータサービスのために最適化された第１の通信ネットワークと、
　第１の通信ネットワークに動作可能に結合され、第１の通信ネットワーク内のアクティ
ブなパケットデータ呼のための第１の測定データ記録、ＭＤＲを格納するように構成され
た第１のデータベースと、
　音声サービスと低データ転送速度データサービスの両方を提供するための第２の通信ネ
ットワークと、
　第２の通信ネットワークに動作可能に結合され、第２の通信ネットワーク内のアクティ
ブな呼のための第２の測定データ記録、ＭＤＲを格納するように構成された第２のデータ
ベースと、
　第１のデータベースおよび第２のデータベースに動作可能に結合されたオペレーション
プラットフォームとを備え、
　第１のＭＤＲは、モバイル端末のハードウェア識別子および呼の終了した時間を含み、
第２のＭＤＲは、モバイル端末のハードウェア識別子および呼の開始した時間を含み、
　オペレーションプラットフォームは、第１のＭＤＲおよび第２のＭＤＲ内のハードウェ
ア識別子が一致し、かつ第１のＭＤＲ内の呼の終了した時間が第２のＭＤＲ内の呼の開始
した時間に一致する場合、モバイル端末のチューンアウェイを判定するように構成される
、システム。
【請求項２】
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　高速パケットデータサービスのために最適化された第１の通信ネットワークが、ＩＳ－
８５６通信規格に準拠して動作する高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）ネットワークであり
、音声サービスと低データ転送速度データサービスの両方を提供するための第２の通信ネ
ットワークが、ＩＳ－２０００ネットワークである、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　第１の通信ネットワークが、少なくとも第１のデータベースおよびパケットデータサー
ビス提供ネットワークに動作可能に結合されたＨＲＰＤ（高速パケットデータ）ＲＮＣ（
無線ネットワークコントローラ）を有し、少なくとも１つのモバイル端末が、ＨＲＰＤ基
地局を介して、第１の通信ネットワーク内のＨＲＰＤ　ＲＮＣに動作可能に結合される、
請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　第２の通信ネットワークが、少なくとも第２のデータベースおよび公衆交換電話網に動
作可能に結合された移動交換局を有し、少なくとも１つのモバイル端末が、３Ｇ－１Ｘ基
地局を介して、第２の通信ネットワーク内のモバイル端末に動作可能に結合される、請求
項１に記載のシステム。
【請求項５】
　第１のデータベースが、少なくとも、モバイルＩＤタイプ、モバイルＩＤ（ＥＳＮ／Ｍ
ＥＩＤ）、接続要求時間、接続確立時間、接続終了時間、セル、セクタおよび搬送波情報
、ならびに最後の信号強度値を有し、第２のデータベースが、少なくとも、モバイルＩＤ
タイプ、呼開始時間、呼長、モバイルＩＤ（ＥＳＮ／ＭＥＩＤ）、呼タイプ（データまた
は音声）、セル、セクタおよび搬送波情報、ならびに呼特性を有する、請求項１に記載の
システム。
【請求項６】
　高速パケットデータサービスに最適化された第１の通信ネットワークに動作可能に結合
された第１のデータベースに、第１の通信ネットワーク内のアクティブなパケットデータ
呼のための、モバイル端末のハードウェア識別子および呼の終了した時間を含む、第１の
測定データ記録、ＭＤＲを格納するステップと、
　音声および低データ転送速度データサービスの両方を提供する第２の通信ネットワーク
に動作可能に結合された第２のデータベースに、第２の通信ネットワーク内のアクティブ
な呼のための、モバイル端末のハードウェア識別子および呼の開始した時間を含む、第２
の測定データ記録、ＭＤＲを格納するステップと、
　第１および第２のデータベースに動作可能に結合されたオペレーションプラットフォー
ムが、第１のＭＤＲおよび第２のＭＤＲ内のハードウェア識別子が一致し、かつ第１のＭ
ＤＲ内の呼の終了した時間が第２のＭＤＲ内の呼の開始した時間に一致する場合、モバイ
ル端末のチューンアウェイを判定するステップと、
を備える方法。
【請求項７】
　モバイル端末ハードウェアＩＤおよびチューニングアウェイの時間に関連する第１のＭ
ＤＲおよび第２のＭＤＲをリンクすることによってモバイル端末を識別することをさらに
備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　チューニングアウェイ中の条件およびチューニングアウェイの理由のうちの少なくとも
１つを判定することをさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　システム性能を最適化し、高速パケットデータサービスおよび音声および低データ転送
速度データサービスの性能を正確に測定するようにシステムをチューニングすることをさ
らに備える、請求項８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、一般に、電気通信システムに関し、より具体的には、ハイブリッドＡＴ動作
をサポートし、ネットワーク性能を正確に評価するための方式を提供するＩＳ－２０００
（３Ｇ－１Ｘ）システムおよびＩＳ－８５６（ＨＲＰＤ）システムを含む無線ネットワー
クに関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムがますます普及してきているので、より大きく、より精巧なサービス
の必要が増大してきている。移動通信システムの容量の必要を満たすために、限られた通
信リソースへの多重接続方式が開発されてきた。符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）変調方式
の使用は、多数のシステムユーザが存在する通信を容易にするためのいくつかの方式のう
ちの１つである。当技術分野では、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）および周波数分割多重接
続（ＦＤＭＡ）など、他の多重接続通信システム方式が知られている。しかし、ＣＤＭＡ
のスペクトラム拡散変調方式は、多重接続通信システムのためのこれらの変調方式よりか
なり優れている。
【０００３】
　現在、多くの異なるタイプの通信ネットワークがユーザにサービスを提供している。い
くつかのタイプの通信ネットワークは、音声サービスと比較的低いデータ転送速度のデー
タサービスの両方をユーザに提供するために最適化される。そのような通信ネットワーク
は、例えば、暫定規格（ＩＳ）２０００（すなわち、ＩＳ－２０００）またはグローバル
システムフォーモバイル（ＧＳＭ）通信規格に準拠して動作するネットワークを含む。他
方、他のタイプの通信ネットワークは、ユーザに効率のよい、比較的高速のパケットデー
タサービスを提供するために最適化される。そのような通信ネットワークは、例えば、Ｉ
Ｓ－８５６通信規格に準拠して動作する高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）ネットワークを
含む。
【０００４】
　ユーザは、通常、無線通信装置、携帯電話、携帯情報端末などのモバイル端末を使用し
て異なるタイプの通信ネットワークに関連する音声サービスおよび／またはデータサービ
スにアクセスする。しかし、従来のモバイル端末は、通常、ＩＳ－２０００ネットワーク
システム、または代替としてＩＳ－８５６ネットワークシステムなど、１つのタイプの通
信ネットワークを介してのみ動作することができるだけである。したがって、そのような
従来のモバイル端末は、両方のタイプの通信ネットワークのために最適化された通信サー
ビスをユーザに別々に提供しない。結果として、ユーザが異なるネットワーク上で利用可
能な最適化されたサービスを利用したいと思う場合は、ユーザは複数の異なるモバイル端
末を使用する必要があり得る。
【０００５】
　ＩＳ－８７８に準拠したアクセス端末は、別々の送信ユニットおよび受信ユニットにお
いて、ＩＳ－２０００とＩＳ－８５６の両方のネットワークと通信することができる。そ
のようなアクセス端末またはモバイルデバイスは、ハイブリッドデバイスとして知られて
おり、音声サービスおよびデータサービスを経済的に提供するために配備されることが多
くなってきている。
【０００６】
　従来技術のシステムでは、３Ｇ－１ＸシステムおよびＨＲＰＤ（高速パケットデータ）
システムは、オーバレイネットワークであり、独立して動作する。ハイブリッドモバイル
規格は、モバイル端末がチューニングアウェイに関してＨＲＰＤにメッセージを送信する
ための機構を提供しない。したがって、ＨＲＰＤは、チューニングアウェイに気がつかな
い。したがって、オーバレイネットワーク構成でモバイルチューニングアウェイを検出す
るための規定はない。
【０００７】
　オーバレイシステムでは、モバイルチューニングアウェイを検出するための知られてい
る方法がなく、結果として、ＨＲＰＤは、しばしば、データ呼を、実際にはチューニング
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アウェイであっても、切断された接続とみなす可能性がある。したがって、ＨＲＰＤ呼の
切断割合が実際よりも高く報告される可能性がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、当技術分野では、ハイブリッドＡＴ動作をサポートしネットワーク性能を
正確に評価するための手法を提供するＩＳ－２０００（３Ｇ－ＩＸ）システムおよびＩＳ
－８５６（ＨＲＰＤ）システムを含む無線ネットワークを提供する装置および方法の必要
がある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本方法および装置の一実施形態は、装置を含む。この実施形態は、高速パケットデータ
サービスのために最適化された第１の通信ネットワークと、第１の通信ネットワークに動
作可能に結合された第１のデータベースと、音声サービスと低データ転送速度データサー
ビスの両方を提供するための第２の通信ネットワークと、第２の通信ネットワークに動作
可能に結合された第２のデータベースと、第１のデータベースと第２のデータベースに動
作可能に結合されたオペレーションプラットフォームとを備えてもよい。
【００１０】
　本方法および装置の他の実施形態は、方法を含む。この実施形態は、測定データ記録（
ＭＤＲ）にＡＴ（アクセス端末）の呼／接続に関連する予め決められたイベントを収集す
ることと、呼／接続ごとベースでネットワークにＭＤＲを記憶することと、高速パケット
データシステムで、ＨＲＰＤシステム内のアクティブなパケットデータ呼のための第１の
ＭＤＲを生成することと、ＡＴを介して、ＨＲＰＤシステムから３Ｇ－ＩＸシステムにチ
ューニングアウェイすることと、３Ｇ－１Ｘシステムで、３Ｇ－１Ｘシステム内の呼のた
めの第２のＭＤＲを生成することと、第１のＭＤＲおよび第２のＭＤＲをリンクすること
とを備えてもよい。
【００１１】
　本発明の例示的実施形態の特徴は、明細書、特許請求の範囲、および添付の図面から明
らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　ハイブリッドアクセス端末は、異なるタイプの通信ネットワークを介して動作すること
ができるモバイル端末である。そのようなハイブリッドアクセス端末は、ＩＳ－２０００
とＩＳ－８５６の両方のネットワークで動作し、これら２つのタイプのネットワークの間
でシステム間ハンドオフをすることができる。そのような機能は、ハイブリッドアクセス
端末がＩＳ－２０００ネットワークを介して音声サービス、データサービス、およびショ
ートメッセージングサービスを提供し、また、ＩＳ－８５６ネットワークを介して高速パ
ケットデータサービスを提供することもできるようにする。
【００１３】
　測定データ記録（ＭＤＲ）は、呼／接続に関連する主要イベントを収集することができ
、呼／接続ごとベースでシステムに記憶される。ＨＲＰＤシステムは、ＨＲＰＤシステム
内のアクティブなパケットデータ呼のためのＭＤＲを生成することができる。ＡＴが３Ｇ
－１Ｘシステムにチューニングアウェイする場合、３Ｇ－１Ｘシステムは、３Ｇ－１Ｘシ
ステム内の呼のためのＭＤＲを生成することができる。ＨＲＰＤ　ＭＤＲは、ＡＴハード
ウェア識別（ＩＤ）およびチューニングアウェイまたはモバイル切断の時間を有すること
ができる。３Ｇ－１Ｘ　ＭＤＲは、ＡＴハードウェアＩＤ、および３Ｇ－１Ｘシステムで
呼が開始された時間、ならびに呼のタイプを捕捉する。
【００１４】
　２つのＭＤＲをＡＴハードウェアＩＤおよびチューニングアウェイの時間にリンクする
ことによって、ＡＴチューニングアウェイが識別されることができる。これで、チューニ
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ングアウェイ中の条件、またはチューニングアウェイの理由が判定されることができる。
この機能は、システム性能を最適化するようにシステムを効果的にチューニングし、ＨＲ
ＰＤシステムおよび３Ｇ－１Ｘシステムの性能を正確に測定するために使用されることが
できる。
【００１５】
　図１は、本方法および装置の一実施形態の動作の一実施形態を示す。この実施形態では
、ＨＲＰＤシステムは、ＰＤＳＮ（ＦＡ）１０６に動作可能に結合されたＨＲＰＤ　ＲＡ
Ｎ１０４を有してもよい。また、３Ｇ－１Ｘシステムは、３Ｇ－１Ｘ　ＭＳＣ１０８に動
作可能に結合された３Ｇ－１Ｘ　ＲＡＮ１１０を有してもよい。動作は次のとおりである
。
　１．　３Ｇ－１Ｘ　ＲＡＮ１１０がＡＴ１０２にページを送信する。
　２．　ＡＴ１０２がそのページを検出し、ＨＲＰＤシステムセッション上の送信／受信
を停止する。
　３．　ＡＴ１０２が３Ｇ－１Ｘ　ＲＡＮ１１０にページ応答を送信する。
　４．　トラフィックチャネルが３Ｇ－１Ｘシステムで確立される（呼セットアップ）。
　５．　「サービス接続完了」メッセージが３Ｇ－１Ｘシステム内の３Ｇ－１Ｘ　ＲＡＮ
１１０に送信される。
【００１６】
　これで、音声呼がＡＴ１０２と３Ｇ－１Ｘシステム（１１０、および１０８）との間で
行われることができる。
【００１７】
　図２は、ＩＳ－２０００（３Ｇ－１Ｘ）システムおよびＩＳ－８５６（ＨＲＰＤ）シス
テムを含む無線ネットワークが、ハイブリッドＡＴ動作をサポートし、ネットワーク性能
を正確に評価するための手法を提供する、一実施形態を表す。一般に、高速パケットデー
タサービスのために最適化された第１の通信ネットワーク２０１は、例えば、ＩＳ－８５
６通信規格に準拠して動作する高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）ネットワークでもよい。
第１の通信ネットワーク２０１は、基地局２０６に動作可能に結合されたＨＲＰＤ　ＲＮ
Ｃ（無線ネットワークコントローラ）２１０を有してもよい。基地局２０６は、モバイル
端末２０２と無線通信していてもよい。第１のデータベース２１４は、第１の通信ネット
ワーク２０１に動作可能に結合されてもよい。ＭＤＲが第１のデータベースに記憶されて
もよい。ＨＲＰＤ　ＲＮＣ２１０はまた、パケットデータサービス提供ネットワーク２２
０に動作可能に結合されてもよい。
【００１８】
　第２の通信ネットワーク２００は、音声サービスと低データ転送速度データサービスの
両方を提供し、例えば、ＩＳ－２０００ネットワークでもよい。第２の通信ネットワーク
２００は、基地局２０８に動作可能に結合された移動交換局２１２を有してもよい。基地
局２０８は、モバイル端末２０４と無線通信していてもよい。第２のデータベース２１６
は、第２の通信ネットワーク２００に動作可能に結合されてもよい。ＭＤＲが第２のデー
タベースに記憶されてもよい。移動交換局２１２はまた、公衆交換電話網２２２に動作可
能に結合されてもよい。
【００１９】
　オペレーションプラットフォーム２１８が、第１のデータベース２１４および第２のデ
ータベース２１６に動作可能に結合されてもよい。オペレーションプラットフォームは、
第１のデータベース２１２および第２のデータベース２１０内のＭＤＲをリンクする。
【００２０】
　このシナリオでは、ＡＴ（モバイル端末２０４など）が、着信音声呼を受信するために
ＨＲＰＤアクティブデータ接続から３Ｇ－１Ｘシステムにチューニングアウェイする。Ｈ
ＲＰＤシステム内のアクティブデータセッション中に、ＡＴが制御チャネル上の予め決め
られたスロットで３Ｇ－１Ｘページメッセージをリスンする。ＡＴが３Ｇ－１Ｘシステム
からページを受信する。次いで、ＡＴが、ページメッセージを受信した後で、ＨＲＰＤシ
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ステムへの／からのデータの送信／受信を停止する。この時点で、ＨＲＰＤシステムへの
接続が終了され、ＨＲＰＤがこの接続のためのＭＤＲを生成する。ＡＴが呼を終了した時
間がスタンプされる（ＡＴは、チューニングアウェイについて、ＨＲＰＤに通知せず、メ
ッセージも送信しない）。ＨＲＰＤシステムは、予め決められた時間内にハートビートへ
の応答を取得しない場合は、モバイル端末が切断されたと解釈し、接続に割り当てられた
全てのリソースを解放する。ＨＲＰＤおよび３Ｇ－１Ｘ　ＭＤＲをリンクするためのＨＲ
ＰＤ　ＭＤＲ記録内のフィールドは、モバイルＩＤタイプ、モバイルＩＤ（ＥＳＮ／ＭＥ
ＩＤ）、接続要求時間、接続確立時間、接続終了時間、セル、セクタ、および搬送波情報
、ならびにモバイルの最後の信号強度値でもよい。
【００２１】
　次いで、ＡＴが音声呼セットアップを開始するために３Ｇ－１Ｘ音声ページメッセージ
に応答する。
【００２２】
　３Ｇ－１ＸおよびＡＴは、呼を処理するために、トラフィックチャネルおよび他のリソ
ースをセットアップするためのいくつかの呼処理ステップを終了する。
【００２３】
　呼セットアップは、ＡＴが「サービス接続完了」メッセージで３Ｇ－１Ｘシステムに応
答すると完成する。呼が終了されると、３Ｇ－１Ｘシステムが、３Ｇ－１Ｘシステムで完
成された呼のためのＭＤＲを生成する。ＨＲＰＤおよび３Ｇ－１Ｘ　ＭＤＲをリンクする
ための３Ｇ－１Ｘ　ＭＤＲ記録内のフィールドは、モバイルＩＤタイプ、呼開始時間、呼
長、モバイルＩＤ（ＥＳＮ／ＭＥＩＤ）、呼タイプ（データまたは音声）、セル、セクタ
および搬送波情報、ならびに呼特性でもよい。
【００２４】
　モバイルチューニングアウェイは、２つの記録内のモバイルＩＤが一致するかどうか、
さらに、ＨＲＰＤ　ＭＤＲ内の呼終了時間が３Ｇ－１Ｘ　ＭＤＲ内の時間と一致するかど
うか、ＨＲＰＤ　ＭＤＲおよび３Ｇ－１Ｘ　ＭＤＲを調べることにより、オペレーション
プラットフォーム２１８によって確認される。
【００２５】
　図２は、図１の実施形態の動作の一実施形態を示す。
【００２６】
　図３は、本方法による一実施形態の流れ図である。この実施形態は、測定データ記録（
ＭＤＲ）にＡＴの呼／接続に関連する予め決められたイベントを収集するステップ（３０
１）と、ＭＤＲを呼／接続ごとベースでネットワークに記憶するステップ（３０２）と、
高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）システムで、ＨＲＰＤシステム内のアクティブなパケッ
トデータ呼のための第１のＭＤＲを生成するステップ（３０３）と、ＡＴを介して、ＨＲ
ＰＤシステムから３Ｇ－１Ｘシステムにチューニングアウェイするステップ（３０４）と
、３Ｇ－１Ｘシステムで、３Ｇ－１Ｘシステム内の呼のための第２のＭＤＲを生成するス
テップ（３０５）と、第１のＭＤＲおよび第２のＭＤＲをリンクするステップ（３０６）
と、を有してもよい。
【００２７】
　図４は、本方法の他の実施形態を示す。この実施形態は、ＨＲＰＤシステム内のアクテ
ィブデータセッション呼中に、ＡＴによって、制御チャネル上の予め決められたスロット
で３Ｇ－１Ｘシステムからのページメッセージをリスンするステップ（４０１）と、ＡＴ
によって、３Ｇ－１Ｘシステムからページを受信するステップ（４０２）と、ＡＴによっ
て、ページメッセージの受信に応答してデータのＨＲＰＤシステムへの送信を停止するス
テップ（４０３）と、ＨＲＰＤシステムへの接続を終了するステップ（４０４）と、ＨＲ
ＰＤによって、呼に関連する第１のＭＤＲを生成するステップ（４０５）と、ＡＴが呼を
終了した時間をスタンプするステップ（４０６）と、ＡＴを介して、音声呼のために音声
呼セットアップを開始するための３Ｇ－１Ｘの音声ページメッセージに応答するステップ
（４０７）と、３Ｇ－１ＸシステムおよびＡＴによって、音声呼を処理するためにトラフ
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ビス接続完了」メッセージで３Ｇ－１Ｘシステムに応答すると、呼セットアップを完成す
るステップ（４０９）と、音声呼が終了されると、３Ｇ－１Ｘシステムによって、３Ｇ－
１Ｘシステムで完成された音声呼のための第２のＭＤＲを生成するステップ（４１０）と
を有してもよい。
【００２８】
　一例では、本装置は、電子構成要素、ハードウェア構成要素、およびコンピュータソフ
トウェア構成要素のうちの１つまたは複数など、複数の構成要素を備えてもよい。いくつ
かのそのような構成要素は、結合されても、または装置に分割されてもよい。
【００２９】
　一例では、本装置は、１つまたは複数のコンピュータ可読信号担持媒体を利用すること
ができる。コンピュータ可読信号担持媒体は、１つまたは複数の実施形態の１つまたは複
数の部分を実施するためのソフトウェア、ファームウェアおよび／またはアセンブリ言語
を記憶することができる。一例では、コンピュータ可読信号担持媒体は、磁気データ記憶
媒体、電子データ記憶媒体、光データ記憶媒体、生物学的データ記憶媒体、および原子デ
ータ記憶媒体のうちの１つまたは複数を備えてもよい。例えば、コンピュータ可読信号担
持媒体は、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気テープ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯ
Ｍ、ハードディスクドライブ、および電子メモリを備えてもよい。他の例では、コンピュ
ータ可読信号担持媒体は、装置を備えた、または装置に結合されたネットワーク、例えば
、電話網、ローカルエリアネットワーク（「ＬＡＮ」）、広域ネットワーク（「ＷＡＮ」
）、インターネット、および無線ネットワークの１つまたは複数を介して送信される、変
調搬送波信号を備えてもよい。
【００３０】
　本明細書で説明されたステップまたは動作は、単に例示である。これらのステップまた
は動作に対しては、本発明の趣旨から逸脱することなく、多くの変形形態があり得る。例
えば、諸ステップは、異なる順序で実行されてもよく、ステップが追加されても、削除さ
れても、または変更されてもよい。
【００３１】
　本発明の諸例示的実施形態が本明細書で詳細に図示され、説明されてきたが、様々な変
更、追加、代替などが、本発明の趣旨から逸脱することなく、行われることが可能であり
、したがって、これらは、添付の特許請求の範囲によって規定された本発明の範囲の中に
あるとみなされることは当業者には明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本方法および装置の一実施形態の動作の一実施形態を示す図である。
【図２】ＩＳ－２０００（３Ｇ－１Ｘ）システムおよびＩＳ－８５６（ＨＲＰＤ）システ
ムを含む無線ネットワークが、ハイブリッドＡＴ動作をサポートし、ネットワーク性能を
正確に評価するための手法を提供する一実施形態を表す図である。
【図３】本方法による一実施形態の流れ図である。
【図４】本方法の他の実施形態を示す図である。
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